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1. はじめに

京都市内には三木流豊由の名前が載せられた算額が現存している。また京都大学数学
教室には田中繁三寄贈による豊由周斉編の和算書が所蔵されていることが、吉田柳二著『京
都大学数学教室 和算資料一覧』に載せられている。京都大学の図書館には岡島伊八寄贈
の『三木流算書』 (31冊) が所蔵されている。本稿では編者の豊由周斉と『三木流算書』に
ついて概説する。『三木流算書』を寄贈した岡島伊八については、 故岡島伊八翁記念誌編纂

委員編『故岡島伊八翁記念誌』に詳しく、三上義夫の追悼文も載せられているので、本稿
では省く。

2. 三木流三伝豊由周斉について

明治前日本数学史によると三木流の流祖は三木松斉とのことである。
豊由周斉は明治 20年 2月 5日没 72歳
京都市立格致小学校の教員をされていた (大正 11年発行の京都市立教員物故者名簿)

周斉の子は要人または要太郎 (照明) 明治 15年 12月 4日没 39歳

京都市立成徳小学校に明治 2年 9月より明治 15年 12月まで 12年 4 ケ月在職 (成

徳中学校沿革史)

要太郎には二人の女の子しか子供ができず田中繁三 (壬生出身、周斉・要太郎の弟
子と思われる) を明治 17年に養子にしている。 この田中繁三によって京都大学数学
教室に編者名 皇都算士三木流豊由周斉編 などと書かれた本を寄贈している、

角次郎

没年 67歳 (昭和 18.1121)

周斉 要太郎 満枝 雄太郎 – 寛二

没年 72歳没年 39歳没年 69歳 没年 62歳
明治 2025 明治 15.124 昭和 20.12.10 昭和 32.12.lO

菊枝 英次

没年 45歳 没年 当歳

大正 1478 明治 38.10.1

3. 三木流に関係する算額

� 鳥辺山妙見堂 三木流加藤派祖 加藤均斎齋 誠之 天保五年

� 武信稲荷神社 豊由東皇照親閲 嘉永六年
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� 北野天満宮 第 8問 豊由要助照明 撰 明治十二年

� 清水寺 故豊由周齋先生為追悼謹識 明治二十五年

4. 三木流算書について
三木流算書 京都帝国大学図書館 岡島伊八贈呈

1. 正負 則天元術 全

2. 算法開平法 全

3. 算法開平法解 全

4. 算法開立法 全

5. 算法開立法解 全

6. 栗布 盈肋 均輸 差分

7. 栗布 盈肋均輸 差分 解

8. 算法方程章 全

9. 算法方程章解 全

10. 算法点窟 壱就

11. 算法点窟 三四

12. 算法点窟 五六

13. 算法点窟解 壱武

14. 算法点窺解 三四

15. 算法点竃解 五

16. 算法点竃解 六

17. 算法直術 上

18. 算法直術妙要 中

19. 算法直術見要 下

20. 算法直術解 上

21. 算法直術妙要解 中下

22. 算法三率貫通術 一二三

23. 算法三率貫通術 四五六

24. 算法三率貫通術 七八九

25. 算法三率貫通術解 一二三四五六

26. 算法三率貫通術解 七八九

27. 算法諸約術 全

28. 算法改正演段 全

29. 算法改正演段解 上

30. 算法改正演段解 下

31. 算法演段雑問 全
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5. 三木流算書の算法点窟算法諸約術・算法改正演段について

10. 算法点窟 壱弐 豊由周齋編
$O$点竃 巻之一 60間

O点窟 巻之二 60問

11. 算法点窟 三四 豊由周齋編

O点竃 巻之三 60問

O点窟 巻之四 60問

12. 算法点窟 五六

O点窟 巻之五 60問

O点竃 改正 六 三木流三伝豊由周齋編

O分母子 10問

O分位 8問

O立積起源 12間

O雑問 12問

算法点蜜では天元術により方程式を作るところまでを載せ、2次方程式を現代風には解の

公式により解いている問題もあるが、解をどのようにして求めたかについては載せられて

いない。3次以上の方程式になる問題も多く載せられている、また正の解が 2個以上存在す

る場合もあるが方程式の解からどのようにして答えを決定したかについては触れられてい

ない。解をどのようにして求め、答えを決定したかは検討しなければならない問題である。

各問題の方程式と解の個数について表にまとめる。

有理数の解を持たない 3次方程式、 4次方程式、 12次方程式の問題が各 1問載せられ

ている。

例として 点窟 巻之五 第 33問を紹介する

方面六寸 高十二寸 相去二寸 責等分載之

答日 下高八寸四分一九四余

解儀 方面 : 高 $=$甲: 下高 より 甲 $=$下高 $\cross$方面/高

同様に 乙 $=$ (相去 $+$下高) $\cross$方面/高

相去 $($甲 $2+$ 乙 $2+$ 甲 $\cross$ 乙 $)$ $=3$ 中積

高 $\cross$方面 $2_{=3}$全積 下高 $\cross$ 甲 $2_{=3}$等積

全積一中積 $=2$等積
$-$相去 $3+$高 $3_{-3}$相去 $2\cross$ 下高 $-3$相去 $\cross$ 下高 $2_{-2}$ 下高 $3_{=0}$

$1720-12$ 下高 $-6$ 下高 $2_{-2}$ 下高 $3_{=0}$

下高 $=8$ . 419417
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27. 算法諸約術 全

諸約術 改正 百問

諸約術 目次

遍約

通約

逐約

自約

損約

乗約

減約

斎約

互約

超約

増約

除約

添約

零約
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O 遍約 7問

遍約術者甲乙丙之諸数得等数以遍約之要其数縮故名

O 斎約 4問

夫斎約術者甲乙丙丁成之諸数要各相乗得数至少又其相乗数以諸数別々除之不可分位為

要故名

O 通約 6問 或謂遍通

通約者甲乙丙丁之諸分母要遍通得同分母故名

O 互約 7問

夫互約術者甲数乙数以其等数約之所得之精数無等数為要且其精数相乗而以其原数除之

以不下分位為要又謂其等数得一者不取之

矩日甲乙互約一次以等数約甲不約乙約乙不約甲二次以等数乗前約者約前不約者三次以上以

等数乗前乗者約前約者

O 逐約 4問 互約三件以上之数者相約省等数是謂逐約

夫逐約術者甲乙丙丁之諸数各約之所得之積数無等数為要且其精数各連乗而以其原数除

之以不可下分位為要又日精数得一者不取之

O 超約 5問

今有甲数只云以甲数四分之三為乙数又云以乙数三分之二為丙数問其丙数幾何

答日甲数二分之一為丙数

O 自約 18問

自約術者相乗ノ数有テ而 $\check$-7-其実法ノ数無トキハ是 7自約シテ不尽ナキ実法ノ数ラ求ル

ノ法ナリ故二術中二相乗ノ数 7得テ是 7分ルコトアタワサルモノハ皆自約術ラ施シテ左右

ノ数 7求ムルナリ

求単数鮮日置定一加四箇得五加二箇得七加四箇得十一加二箇得十三加四箇得十七逐次此如

互二四者脱三因者尾数五得者皆省之是脱五因者也逐次求件々而後七以上数七因者皆脱之而

十一以上数十一因者脱之而十三以上数十三因者脱之而十七以上数皆如皆後傲之

此図内朱数ノ因者相乗数而為復数

几数自然而無相因日生数予姑名単数相因而後成者日成数又姑名復数今前依鮮脱去復数而単

数求件々以求自約数為簡捷
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単数

O 増約 13問 増数起干己上者無極数

夫増約者先原数 ?設テ是二何分ラ因増シ其増分:L又何分因増シ又其増分 i$=$其何分ラ因増シ

逐テ此如ク其増シ極ル数 7求ノレ法ナリ
原数 (a) $+$極数 $\cross$増分 (r)一極数 $=0$

$a+ar+ar^{2}+ar^{3}+$ $+ar^{n\cdot 1}+$ $=a/(1-r)$ $0<r<1$

$O$ 損約 8問 $(7+1)$ 問 損数起五分己上者無極数

原数 $-2$原数 $\cross$損数一極数 $+$極数 $\cross$損数 $=0$

$A-ar-ar^{2}-ar^{3}$. $-ar^{n\cdot 1-}$ $=a(1-2r)/(1-r)$ $0<r<0.5$

$O$ 除約 9問 $(8+1)$ 問 除数二箇己上五分己下者無極数

定則 除数五分己上一箇己下者皆増約也 $0.5<r<1$

原数 $\cross$除数 $+$極数 $-2$極数 $\cross$除数 $=0$

$a+a(1/r-1)+a(1/r-1)2+a(1/r-1)3+$ $\cdot$ $\cdot$ $\cdot$ $+a(1/r-1)n.1+$ $\cdot$ $\cdot$ $\cdot=ar/(2r^{-}1)$

除数一箇己上二箇己下者皆損約也 $1<r<2$

原数 $\cross$ 除数 $-2$原数 $+$極数 $=0$

$a-a(1-1/r)-a(1-1/r)2-a(1-1/r)3-\cdot$ $\cdot$ $\cdot$ $-a(1-1/r)n\cdot 1-\cdot$ $\cdot$ $\cdot=a(2-r)$

O 乗約 5問 乗数二箇己五分己下者無極

定則 乗数五分己上一箇己下者皆損約也 $0.5<r<1$

原数 $-2$原数 $\cross$乗数 $+$極数 $\cross$乗数 $=0$

$A-a(1-r)-a(1-r)2-a(1-r)3\cdot\cdot$ -a $(1-r)n\cdot 1-\cdot$ $=a(2r^{-}1)/r$

乗数一箇己上二箇己下者皆増約也 $1<r<2$

原数 $-2$極数 $+$極数 $\cross$乗数 $=0$

87



$a+a(r-1)+a(r-1)2+a(r-1)s+\cdot$ $+a(r-1)n\cdot 1+\cdot$ $=a/(2^{-r})$

O 添約 4問 原数左添数己下者無極数

添約者先原数設是何箇添而何分乗得数又何箇添而何分乗逐如此添乗詰而為極数又乗数者一
箇以下之数用也若又除数用時者一箇以上之数用也

原数が添数以下のときは極数はない

乗数の時は一箇以下、 除数の時は一箇以上とは、例えば原数を 16個、添数 8個とすると

乗数は $0$ . 5となり、 除数は 2となる。

原数 $2+$極数 $\cross$添数一極数 $\cross$原数 $=$ O
$a+a(r/a)+a(r/a)2+a(r/a)3+\cdot$ $\cdot$ $\cdot+a(r/a)n.1+\cdot$ $\cdot$ $\cdot=a^{2/(a\cdot r)}$ $0<r<a$

O 減約 3問 減数在原数二分之一己上者無極数

原数 $2_{-2}$原数 $\cross$減数 $+$極数 $\cross$減数一極数 $\cross$原数 $=0$

$a-a(r/a)-a(r/a)2-a(r/a)\epsilon-\cdot$ $\cdot$ $\cdot$ $-a(r/a)n\cdot 1-$ $\cdot$ $\cdot$ $\cdot=(a^{2}.2ar)/(a^{-}r)$ $0<r<a/2$

0 零約 10問 番外

零約術者以法除実得数用之求原実原法法也其理自約術與表裏也但原実法有等数時者以其数
遍約用得数

28. 算法改正演段全

改正演段

O 維乗 6問

O 平方両式 9問

O 立法両式 7問

O 三乗両式 1問

O 一乗幕 10問

O 再乗幕 10問

O 実叶 1問

O 因符 5問

O 商 2問

O 分合 11問

29. 算法改正演段鮮 上

平安算士 三木流 野崎英通編

改正演段鮮 上

演段
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$-$ 几題二見陰伏之三湯有又伏題二単衆之二品有其見題ナル者全折之法 7以正変二行二随
テ間所 7求又陰題者天元及点竃之一ラ立虚真之二数ラ上テ間所ラ求此相消之数容易二見難
ヲ伏題ト云ヱリ皆演段二依テ問庭ラ求其衆ナル者 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ $\grave$演段之内幾度モ演段 7重テ問虚 7求ト
ナリ

夫維乗演段ナル者比例式而錐不及演段術為童蒙誌愛

O 維乗

后式実 $\cross$前式法一前式実 $\cross$后式法

O 平方両式維乗定則

前式 実 $+$法 $x+$廉 $x^{2}$ 寄左 撰之求一式

後式 一実一法 $x$ 一廉 $x^{2}$ 相消

一式 (前法 $\cross$後実一後法 $\cross$前実) $+$ (前廉 $\cross$後実一後廉 $\cross$前実) $x$

前式 実 $+$法 $x+$廉 $x^{2}$ 寄左 撰之求二式

後式 一実一法 $x$ 一廉 $x^{2}$ 相消

二式 (前実 $\cross$後廉一後実 $\cross$ 前廉) $+$ (前法 $\cross$後廉一後法 $\cross$前廉) $x$

撰之求定矩合 一式実 $\cross$二式法-一式法 $\cross$ 二式実 定矩合 鮮之

前実 $\cross$後廉 $\cross$前廉 $\cross$後実一後実巾 $\cross$前廉巾一前実巾 $\cross$後廉巾 $+$後実 $\cross$前廉 $\cross$後廉 $\cross$ 前実
$-$前法巾 $\cross$後実 $\cross$後廉 $+$後法 $\cross$前実 $\cross$前法 $\cross$後廉 $+$前法 $\cross$後実 $\cross$後法 $\cross$前廉
$-$後法巾 $\cross$前実 $\cross$前廉 寄左相消

撰之分左右反正負求精矩合

後廉巾 $\cross$前廉巾 $+$前廉巾 $\cross$後実巾 $+$後法巾 $\cross$前廉 $\cross$前実 $+$前法巾 $\cross$後廉 $\cross$後実 者

–後廉 $\cross$後法 $\cross$前法 $\cross$ 前実一後法 $\cross$後実 $\cross$前廉 $\cross$前法 $-2$後廉 $\cross$後実 $\cross$ 前実 $\cross$前廉

O 一乗幕演段

定則 実巾 寄左 一方巾 $\cross$位 相消

鮮日一乗幕者題中二幕有者立也則其演段立者之幕算ラ名位
$a+bx=0,k-x^{2}=0$ , $a^{2}-b^{2}k=0$

0 再乗幕演段

再乗幕演段定則 実再 $+$方再 $\cross$位 $+$廉再 $\cross$位巾 寄左 –3実 $\cross$方 $\cross$廉 $\cross$位 相消

鮮日再乗幕者題中二再乗幕有物ラ演段立也乃名位故位幕者立演段五乗幕相当也
$a+bx+cx^{2}=0,k-x^{3}=0$ , $a^{3}+b^{3}k+c^{3}k^{2}-3abck=0$

0 実叶

実叶定則 前実方 $\cross$後廉一後実方 $\cross$前廉

鮮日如定例維乗而一級相成者直得定矩故求得斜定式如次
$a+bx+cx^{2}=0,d+ex+\ 2=0$,ここで $b\succ_{-}ce$ のとき af-cd$=0$ となる。
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